
鶴
岡
市
議
会
百
条
調
査

特
別
委
員
会
（
佐
藤
博
幸

委
員
長
、
他
委
員

人
）

11

の
第
４
回
委
員
会
が
12

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
皆
川
市
長

の
１
０
０
万
円
寄
付
金
不

記
載
問
題
で
、
新
政
ク
ラ

ブ
の
佐
藤
昌
哉
委
員
か

ら
、
４
人
の
証
人
喚
問
と

尋
問
事
項
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

証
人
は
、
市
長
と
、
寄

付
し
た
支
援
者
、
出
納
責

任
者
、
元
県
議
の
４
人
で

す
。尋

問
事
項
は
、

①
金
員
授
受
の
際
の
状

況
と
経
過
、

②
選
挙
運
動
費
用
収
支

報
告
書
の
記
載
、

③
そ
の
他
、
本
事
案
に

係
る
事
項
、
の
３
点
で
す
。

自
公
が「
パ
ワ
ハ
ラ
ア
ン

ケ
ー
ト
」
実
施
案

前
回
の
委
員
会
で
、
自

公
会
派
の
多
数
決
で
「
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実
施
を

決
め
ま
し
た
が
、
佐
藤
昌

哉
委
員
と
黒
井
浩
之
委
員

（
公
明
）
の
２
人
か
ら
、

実
施
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
人
事
院
の
定
義
を
掲

載
し
、

①
市
長
か
ら
パ

ワ
ハ
ラ
と
思
え
る

言
動
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
か
、

②
③
そ
の
言
動

の
具
体
的
な
内

容
、④

パ
ワ
ハ
ラ
の

言
動
を
目
撃
し
た

こ
と
が
あ
る
か
、

⑤
⑥
目
撃
し
た

言
動
の
具
体
的
な

内
容
、

⑦
他
の
職
員
か

ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
か
、

⑧
⑨
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
言
動
の

具
体
的
な
内
容
、

⑩
１
０
０
条
調

査
へ
の
意
見
、
要

望
で
す
。

無
記
名
で
は
怪
文
書
的

情
報
収
集
の
お
そ
れ

提
案
さ
れ
た
案
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
は
基

本
的
に
無
記
名
と
し
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
「
１
０

０
条
調
査
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
あ
り
、
無
記
名

で
は
証
人
尋
問
す
る
人
が

特
定
さ
れ
な
い
。

他
人
の
伝
聞
も
集
め
る

の
で
は
、
信
憑
性
が
失
わ

れ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
委
員

は
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
情
報
を

広
く
集
め
る
意
義
が
あ

る
」
な
ど
と
主
張
し
、
記

名
・
無
記
名
の
ど
ち
ら
で

も
良
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
怪
文
書
的
な
情
報

収
集
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

全
委
員
合
意
で
進
め
る

べ
き調

査
の
方
法
に
つ
い

て
、
加
藤
鉱
一
副
委
員
長

は
、
「
多
数
決
で
は
、
新

政
ク
ラ
ブ
と
公
明
の
多
数

で
何
で
も
で
き
る
。

１
０
０
条
調
査
権
の
乱

用
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
全

委
員
が
合
意
し
た
内
容
で

進
め
る
べ
き
だ
」
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
佐
藤
博
幸
委

員
長
は
、
議
論
の
上
で
多

数
決
で
決
め
る
と
し
、
そ

の
結
果
、
す
べ
て
の
調
査

内
容
が
、
新
政
４
人
と
公

明
２
人
の
計
６
人
の
賛
成

多
数
で
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
助
言
を
行
う

弁
護
士
は
、
県
弁
護
士
会

に
依
頼
し
、
酒
田
市
の
藤

井
正
寿
弁
護
士
を
選
任
し

ま
し
た
。

政
活
費
不
正
疑
惑
の
２

委
員
は
資
格
あ
る
か

最
後
に
共
産
党
の
菅
井

巌
委
員
か
ら
、
「
議
員
政

治
倫
理
審
査
会
で
、
不
正

の
疑
惑
が
あ
る
と
さ
れ
た

委
員
は
、
１
０
０
条
調
査

の
委
員
に
相
応
し
く
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
議
員
は
、
五

十
嵐
一
彦
委
員
と
石
塚
慶

委
員
の
２
人
で
、
調
査
す

る
資
格
が
あ
る
か
疑
わ
れ

ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
で
、

倫
理
条
例
の
措
置
が
決
ま

っ
た
後
、
議
長
の
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
か
ら
「
議
会
は
い

つ
ま
で
、
市
長
選
挙
の
し

こ
り
を
引
き
ず
っ
て
い
る

の
だ
」
と
の
批
判
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は

日(

木)

時

28

10

か
ら
の
予
定
で
、
証
人
尋

問
の
順
序
と
日
程
、
尋
問

内
容
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま

す
。
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第
３
回
鶴
岡
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
審
査
会
が
８

日
開
か
れ
ま
し
た
。

審
査
対
象
の
五
十
嵐
一

彦
、
石
塚
慶
、
渋
谷
耕
一
、

本
間
信
一
、
本
間
新
兵
衛

各
議
員
に
対
し
、
政
治
倫

理
基
準
違
反
の
存
否
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
、
全
委
員

が
「
違
反
は
存
す
る
」
と

し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
「
結
果
的
に

重
複
で
あ
ろ
う
と
不
正
に

は
違
い
な
い
。
責
任
を
認

め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
は
、「
辞

書
に
書
か
れ
て
い
る
通

り
、
不
正
は
正
し
く
な
い

事
で
あ
り
、
子
ど
も
で
も

理
解
し
て
い
る
。

故
意
や
意
図
的
で
在
ろ

う
が
な
か
ろ
う
が
、
不
正

に
は
違
い
な
い
。
存
に
値

す
る
。（

２
面
に
つ
づ
く
）

「
戦
争
に
つ
な
が
る
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
に
反
対
の
意
見
書
で
、
賛
否
が

分
か
れ
た
鶴
岡
市
議
会
（
３
／

）
23



鶴
岡
市
が
令
和
２
年
度

に
行
っ
た
空
き
家
実
態
調

査
の
結
果
が
、

日
に
公

12

表
さ
れ
ま
し
た
。

市
全
体
の
空
き
家
棟
数

は
３
５
８
２
棟
で
、
前
回

（
平
成

年
度
）
調
査
２

27

８
０
６
棟
よ
り
７
７
６
棟

増
加
で
す
。

市
内
全
体
の
家
屋
棟
数

５
万
６
３
２
１
棟
に
対
す

る
空
き
家
比
率
で
は
６
・

４
％
で
、
前
回
比
１
・
３

％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
町
村
別
で
は
、
羽
黒

１
２
９
棟
で
空
き
家
比
率

３
・
９
％
と
一
番
低
く
、

続
い
て
櫛
引
１
２
５
棟
で

４
・
１
％
、
藤
島
２
６
２

棟
で
６
・
３
％
、
朝
日
１

６
４
棟
で
９
・
６
％
、
温

海
４
８
２
棟
で

・
０
％

12

と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
鶴
岡
市
は
２
４
２
０

棟
で
６
・
０
％(

内
訳
は

市
街
地
が
１
４
０
７
棟
で

５
・
５
％
、
郊
外
地
は
１

０
１
３
棟
で
７
・
１
％)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
朝
日
は
、
前
回
83

棟
か
ら
約
２
倍
の
増
加

で
、
地
域
空
き
家
比
率
が

高
い
温
海
も
、
３
６
４
棟

か
ら
約
４
割
近
い
増
加
が

見
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
で
も
世
帯

数
は
微
増

一
方
で
周
辺
部
か
ら
の

移
住
・
新
築
等
が
推
測
さ

れ
る
櫛
引
や
藤
島
で
は
、

家
屋
数
が
約
１
・
５
倍
に

増
え
て
い
る
た
め
、
空
き

家
率
の
伸
び
は
大
き
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
で
は
全

体
的
に
空
き
家
率
が
上
昇

傾
向
に
あ
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で

も
、
世
帯
数
は
４
万
５
６

６
６
と
な
り
、
前
回
比
３

２
７
世
帯
と
微
増
（
０
・

７
％
）
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
経
て
、

生
活
圏
の
考
え
方
や
利
便

性
な
ど
、
と
り
わ
け
旧
町

村
の
中
山
間
地
域
か
ら
の

流
出
が
、
市
街
地
や
中
心

部
周
辺
地
へ
の
移
住
、
さ

ら
に
若
い
世
代
の
核
家
族

化
が
進
み
、
そ
の
影
響
が

空
き
家
の
増
加
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

約
６
割
が
「
大
規
模
修

繕
必
要
」
か「
倒
壊
の
危

険
性
」

空
き
家
の
老
朽
度
判
定

で
は
、

「
大
規
模
な
修
繕
の
必

要
性
が
あ
る
Ｃ
ラ
ン
ク

（
１
９
６
１
棟
／

・
７

54

％
）
」
が
、
市
全
体
の
半

数
を
超
え
、

「
多
少
の
修
繕
で
再
利

用
可
能
の
Ｂ
ラ
ン
ク
（
１

２
７
７
棟
／

・
７
％
）
」

35

が
３
割
台
、

「
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
Ｄ
ラ
ン
ク
（
１
８
４
棟

／
５
・
１
％
）
」

「
修
理
の
必
要
が
ほ
と

ん
ど
い
ら
な
い
Ａ
ラ
ン
ク

（
１
５
０
棟
／
４
・
２

％
）
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
別
で
は
、
朝

日
で
倒
壊
の
危
険
が
あ
る

Ｄ
ラ
ン
ク
の
危
険
空
き
家

が
、
地
域
の
空
き
家
の
約

２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

解
消
数
上
回
る
新
た

な
空
き
家
発
生

市
で
は
、
所
有
者
へ
の

適
切
な
管
理
を
求
め
、
空

き
家
の
適
切
管
理
を
行
う

ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
な
ど

の
支
援
を
進
め
て
き
ま
し

た
。前

回
調
査
以
降
の
５
年

間
で
、
空
き
家
の
解
消
数

が
１
３
０
９
棟
（
解
体
６

３
９
棟
、
入
居
・
建
替
え

６
７
０
棟
）
さ
れ
、
以
前

よ
り
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
、
新
た
な
空

き
家
が
発
生
し
て
い
る
と

分
析
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
住
宅
政

策
が
必
要

空
き
家
や
空
き
地
、
耕

作
放
棄
地
な
ど
、
不
動
産

を
め
ぐ
る
生
活
相
談
と
し

て
、
日
本
共
産
党
市
議
団

に
も
相
談
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

親
族
で
の
相
続
や
地
域

で
の
担
い
手
な
ど
、
問
題

の
要
因
は
様
々
で
す
。

国
は
相
続
登
記
の
義
務

化
（
２
０
２
４
年
４
月
）

を
予
定
し
て
お
り
、
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
住
宅
建
設
と
核

家
族
化
の
在
り
方
、
将
来

の
空
き
家
問
題
と
の
関
係

を
考
え
、
「
持
続
可
能
」

な
住
宅
政
策
と
都
市
計
画

の
政
策
を
考
え
て
ゆ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
実
態
調
査
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
４
月
12

日
付
で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
図
表
は
、
令
和
２
年
度

鶴
岡
市
空
き
家
実
態
調
査

の
結
果
か
ら
）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

『
手
引
き
』
に
沿
わ
な

い
請
求
で
は
、
政
務
活
動

費
は
税
金
で
あ
り
、
そ
れ

を
活
用
す
る
立
場
の
公
人

で
あ
る
以
上
、
ル
ー
ル
は

把
握
し
運
用
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
の
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

菅
原
一
浩
議
長
か
ら
、

「
今
後
審
査
結
果
の
報
告

に
移
る
が
、
審
査
対
象
議

員
に
対
す
る
措
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
を
頂

き
、
一
定
の
方
向
性
を
打

ち
出
し
て
ほ
し
い
」
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
具
体
的

な
措
置
を
決
定
す
る
前
の

論
点
整
理
の
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
議
員
説

明
会
で
の
謝
罪
に
ふ
れ

て
、
委
員
か
ら
「
説
明
会

は
マ
ス
コ
ミ
も
入
り
一
定

の
社
会
的
制
裁
を
受
け
て

い
る
の
で
、
措
置
決
定
で

は
考
慮
す
る
べ
き
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
は
「
マ

ス
コ
ミ
の
前
で
謝
罪
し
よ

う
が
、
税
金
を
不
正
に
も

ら
っ
た
と
な
れ
ば
、
市
民

目
線
で
は
納
得
い
か
な

い
。
考
慮
す
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
回
第
４
回
審
査
会
は

日
午
後
１
時
か
ら
予
定

14さ
れ
、
措
置
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
す
。


